
東京湾アクアラインの利用状況に関する二、三の調査 

 
 
 
はじめに 東京湾アクアラインは，「首都圏の交通渋滞の緩和」，「房総地区でとれた野菜や魚介類の輸送時間の

短縮による商品競争力のアップ」・「京浜地区の労働者への居住空間の提供」・「京浜地区住民への房総地区のレ

クリエーション利用促進」などを目的に平成 9 年 12 月に開通した 1),2)。しかしながら、供用開始時の推定交通量は

25000 台/日であったが，現在利用状況の実際は予想を下回る状況となっている（図 1）1）．また，図 2 は千葉県観

光入込み状況など 3)の経年変化を示したものであるが，アクアライン開通が地域活性化への決定的な起爆剤とはな

っていない．このような現状を打開するために平成 14 年 7 月 19 日から平成 18 年 3 月 31 日にかけて社会実験 2）が

行われ交通量の若干の改善がなされている（図 1）． 
著者らは、このような背景か

ら，かねてよりアクアラインが

抱える問題点について，木更津

市および川崎市住民などへの

アンケート調査（留置調査

法）・管理者などへのヒアリン

グなどをもとに検討を行って

きた．その結果、通行料金の問

題以外には，特に木更津市域の

商業をはじめとした衰退・人々

を呼び寄せる魅力不足が大き

な問題であることを指摘し，こ

れを改善する必要性を述べた
4)． 

本報では，さらにアクアラ 
インの中間に位置する海ほた

る来訪者に対して，アクアライ

ンの利用に関してアンケート

調査（対面式）を行い現状の問

題点について考察した。また，

アクアラインと同じ東京湾を 
横断し現在計画中である東京湾湾口道の接岸地である富津市および横

須賀市の住民へもアンケート調査を行い，現状を把握し考察したので報

告する． 
海ほたるパーキングエリアにおける現状調査 東京湾アクアラインは，木

更津側 4.4km が橋梁，川崎側 9.5km がトンネルからなり，その接合部に

海ほたるパーキングエリアが設置されている 2)．このパーキングエアリ

アは，風光明媚なことから来訪者の多い観光地としても千葉県の中で 4
番目にランキングされている 3）．図 3 に示されるように開通当初のブー

ムが去り観光客数はやや減少傾向にあるものの海ほたるパーキングエ

リアへの観光客は年間 450～500 万人となっている 3）．アンケート調査

は表 1 の内容に基づき対面式で，平成 15 年 1 月に 100 名，平成 17 年 10
～11 月に 250 名から回答を得ることができた。紙面の都合上，主たる結

果をここでは述べる．図 4 は，表 1 項目 6 の問に対する回答を整理した

ものである．図 4 に示されるように年にかかわらず回答者の訪問地はほ 
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図 3 海ほたる観光客数 

1.性別は？ 2. 年齢は？ 3. 職業は？ 4.住ん

でいる地域は？ 5.川崎・木更津のどちらから来

ましたか？また，これからどちらに行きますか？ 

6.川崎・木更津市内へ立ち寄りますか？ 7.どの

ような方法でここに来ましたか？ 8.ここに来た目

的は何ですか？ 9.交通料金についてどう思い

ますか？ 10.過去に何回利用しましたか？ 11.

今後も来ますか？ 

表 1 アンケート項目 
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図 1 東京湾アクアライン金田料金所 1 日断面交通量 

図 2 千葉県観光客入込み者数及び一人当たり消費金額 
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とんどが接岸市域ではなくその内陸部や周辺地域となっている．主な目的としては，対岸内陸地域へのショッピン

グ・観光（千葉県側への訪問者で多いのがゴルフ）・海ほたる施設自身への見学が大 
半を占めている．これは，調査日が土曜日および休日であったことが影響しているも

のと考えられるが，図 2 に示されるように，交通車両はほとんどが乗用車であるため

定性的に観光が多いことには変りがないものと考えられる．図 5 に示されるように，

表1項目10については10回以上を越える回答者がこの2年間に約10％増加しており，

利用定着客の増加が推察される．表 1 項目 11 については，今後もまた利用するとし

た回答が 60～70％近く得られるものの利用料金が高額であるとの指摘があった．現状

把握から，観光客の利用に頼った側面があることから，さらなる利用者増を図るため

には商用車の増加を促さねばならず，そのためには千葉県側の木更津市域の市勢の向

上が必要不可欠である． 
千葉県木更津市域の現状 図 6,7 は，木更津都市圏における市勢の経年変化の一例（事

業所数・木更津駅の一日あたりの乗降客数）である．市民数は約 12 万人強で横ばい

であり年齢構成の内訳は年々高齢化を示している 5）．また，木更津駅では平成 8 年に

は 2 万人/日の乗降客があったものの 8 年間で 5000 人/日もの減少が認められ，人の

移動も少なくなる傾向がある 6)．これは事業所数の減少と比例関係であり地域の衰退

が伺える．写真 1 は，以前は大変な賑わいを見せていた目抜き通りである．現在では，

シャッターが閉まることが多く人通りもまばらである．この現状に対して行政により

木更津地域における活性化への施策が鋭意行われており 7），その施策の今後の 
浸透が期待される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東京湾湾口道に関する調査 現在計画中である東京湾湾口道およびアク

アラインに関して富津市（富津岬周辺地域）および横須賀市（観音崎周

辺地域）の市民を対象に各 200 通のアンケート用紙（表 2）を住宅ポスト

に配布し任意で回答する留置調査法で調査を行った．両市ともに約 20％
であった．主な結果を述べる．図 8 は項目 4 に対する回答を示したもの

であり，両市で対照的な回答が得られたことは興味深い（図 8）．また， 
項目 8 については，横須賀は米軍基地を有する都会，富津は潮干狩りのできる田

舎町とのイメージを有している．これは，アクアラインの両接岸市域の状況と類

似している．なお，湾口道の必要性に関しては賛否が分かれた． 
アクアライン活用に関する考察 海ほたるパーキングエリアは東京湾の中心に存在

している．上述の意向調査より，海ほたる人工島に船が停泊できる施設を設置し，

東京湾内市域への舟運の中継地として活用すれば新たな交通選択手段が生まれ，

アクアラインの利用者増につながるのではないかと考える． 
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1.性別は？ 2.職業は？ 3.年齢は？ 4.東京湾

アクアラインを利用していますか 5.湾口道が必

要と思いますか？ 6.今後もこの土地に住みた

いですか？ 7.自分の住んでいる地域のイメー

ジは？ 8.対岸の地域のイメージ 9.湾口道は

橋梁がよいかトンネルのどちらがよいですか？ 

10.自分の住んでいる地域の観光地は？ 

表 2 アンケート項目 
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図 8 アクアラインの利用状況 

0
1000
2000
3000
4000
5000
6000
7000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

年（平成）

事業所数

図 6 木更津市域における事業所数の

経年変化 
写真 1 木更津駅前商店街 図 7 JR 木更津駅 1 日乗降客数の 

経年変化

0

5000

10000

15000

20000

25000

8 9 10 11 12 13 14 15 16

年（平成）

人

0
20
40

60
80

100

する しない

接岸地への寄り道

%

平成15年

平成17年

図 4 接岸地への寄り道の可

能性に対する回答状況 

0
10
20

30
40
50

1回 2～5回 6～9回 10回以上

利用回数

%

平成15年

平成17年

図 5 アクアラインの利用頻度

土木学会第61回年次学術講演会（平成18年9月）

-198-

4-100


